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パナソニック株式会社 
アプライアンス社 

ランドリー・クリーナー事業部の 
 

製品安全活動 

製品安全対策優良企業表彰  



パナソニックの新ビジョン 次の100年に向けて 2 

「あえての未完成品」として,使ってくれる人の手に渡ってからも, 
その人向けに成長する余白を持たせた商品 

パナソニックという会社は,「くらしアップデート業」を営んでいる会社であると定義 

アプライアンス社 
ライフソリューションズ社 

コネクティッド 
ソリューションズ社 
オートモーティブ社 

パナソニック 
株式会社 

ランドリー・クリーナー事業部 

・ 
・ ・ 

他７事業部 

津賀社長 

インダストリアル 
ソリューションズ社 

US社 
中国・北東アジア社 



アプライアンス社のビジョンと製品安全の方針 3 

新・家電 
ビジョン 

グローバル 
統一 

安全方針 

「ひとり一人のくらしに寄り添い,ひとり一人のゆたかな『HOME』をつくる。 
そして, ひとり一人に,くらしの憧れを届けていく」 

「品質は企業の命,お客様第一の経営に徹する。  
 製品安全はすべての業務に優先する。」 

全従業員が製品安全優先の「意識」と「行動」を実践することを誓い合っています 

品質面も含めて,お客様への提供価値向上に努めて参ります 



フィリピン 

インドネシア 

台湾 

  
 

 静岡工場 

  
 

中国/杭州② 
  
 

  
 

タイ   

  
 

 八日市工場 

  
 

   マレーシア   

 草津拠点  

  
 

ベトナム   

   中国/杭州③  

インド 

  
 

ブラジル  

 全14拠点 （国内3,海外11） 

ランドリー・クリーナー事業部 グローバル展開 4 

中国/杭州① 

事業のグローバル展開と製品安全・品質のグローバル高位平準化 

74% 

15% 
9% 2% 

洗濯機 

トワレ 電気暖房 

掃除機 

ランドリー・クリーナー事業部 
商品カテゴリー構成 



ランドリー・クリーナー事業部 PSアワードへの挑戦 5 

第三者による公正な評価を仰ぎ、真の製品安全、品質改善を図る 

  背景：一昨年、PSアワードに初挑戦し、“優良賞”を受賞 
       社内外からの反響があり、担当者のモチベーションアップに繋がった 
       我々の製品安全活動が間違っていないことを認識できた 
    
  目的：審査員の方々からご指導・ご助言いただいた、製品安全対策・改善を実行し、 
              製品安全のレベルアップを図る 
       “PSアワードに再挑戦（経済産業大臣賞を目指す）”を事業計画に掲げ、 
       事業部全体の製品安全に対する組織・風土改革に繋げる 
 
      第三者による公正な評価を仰ぎ、製品安全活動の更なる極みを目指す 



ランドリー・クリーナー事業部 資料作成のポイント 6 

審査基準である4つの視点に沿って資料を作成 

 ＜全体概要の説明＞ 
    ・製品開発における製品安全取組の考え方 
    ・製品安全実現のためのしくみ 
    ・現在の不安全問題事象・課題の説明 
 
 ＜具体的取組内容の説明＞ 
   視点１：安全な製品を仕入れ・販売するための取組 
   視点２：製品を安全に使用してもらうための取組 
   視点３：出荷後に安全上の問題が判明した際の取組 
   視点４：製品安全文化構築への取組 



ランドリー・クリーナー事業部 資料作成のポイント 7 

審査基準である4つの視点に沿って資料を作成 

 ＜全体概要の説明＞ 
    ・製品開発における製品安全取組の考え方 
    ・製品安全実現のためのしくみ 
    ・現在の不安全問題事象・課題の説明 
 
 ＜具体的取組内容の説明＞ 
   視点１：安全な製品を仕入れ・販売するための取組 
   視点２：製品を安全に使用してもらうための取組 
   視点３：出荷後に安全上の問題が判明した際の取組 
   視点４：製品安全文化構築への取組 



製品製造上の考え方 8 

お客様の使いやすさと製品安全を両立 
・業界最大の大投入口 
・低振動技術    

1. 

2. 

本質性能の追求 
・本格ヒーター温水泡洗浄 

 安全の確保 
 ・FAQの進化 （動画の活用） 

3.  

Cuble 
主な商品特長 

＜新製品＞ 
大口径・洗剤自動投入 



製品安全への考え方 9 

「モノづくり中心軸  の相互連携強化」 と  
「リスクアセスメントを取り込んだ開発ステップ管理」 を基軸に製品安全を実践 

「モノづくりの中心軸の相互連携強化」 
製品の付加価値を作りこむ基幹職能の相互連携における論理性 
を強化し,品質や製品安全の作りこみを実践 

「リスクアセスメントを取り込んだ開発ステップ管理」 

「企画」,「設計」,「量産」の各段階で製品安全に対する 
見極め・検証をリスクアセスメント基軸で実施 

※1 

※1 （商品企画～設計～製造）を表すものとして独自に定義 



『対話』を強化  

商 品 
 設 計 

（性能 ⇒ ユニット・部品） 
製 造 

（情報 ⇒ モノ） 

顧客  ｻﾌﾟ 
ﾗｲｱ 企 画 

（感性 ⇒ 数値） 

会話 

会議 

対話 

会話 

会議 

対話 

ランドリー・クリーナー事業部のありたい姿 

『モノづくりの中心軸(商品企画～設計～製造)』 と 『対話』 の強化  

10 



11 

各ステップ毎に,リスクアセスメント（RA）を実践し,製品の全ライフサイクルで安全を確保 

④市場監視 

規格化活動 

各規格改訂 

改訂通知発行 

不安全情報 

①企画段階 ②設計開発段階 ③量産化段階 
  （量産試作・量産） 

企画方針 商品化決定 設計完了 量産決定 出荷認定 

危険源の抽出 
リスクの定量化 
リスクの低減検討 
 

RA検討会【第2段階】 

リスクの低減検討 
保護方法の検討 

RA検討会【第3段階】 

量産試作品での 
妥当性の確認 

製品安全の確実な実践のための しくみ 11 

RA検討会【第1段階】 

各ステップ毎にリスクアセッサーの合議 
製品安全管理責任者の承認 

フィードバック 



23%
リード線

87%
発煙発火

不安全問題の状況  12 

〔洗濯機不安全問題（項目別）〕 

■洗濯機不安全問題：約90％が発煙発火で「振動によるリード線断線」へのリスク回避が必要 
■洗濯機重篤災害：2015・18年 ドラム洗への子どもの入り込みによる死亡案件（窒息死）発生 

リード線 

○～△ 
ドア内側から 
開けれる開力に変更 
 〔本質安全設計〕 
 

本体表示・取説啓発 
動画FAQ 
 〔情報提供〕 

○～△ 
振動抑制継続取組中 
 〔本質安全設計〕 
 
 

大投入口化で衣類の 
抑制・ほぐし易さ向上 
 〔保護方策〕 

 
 

子どもの入り込み 

ドラム式洗濯機内への 
  子どもの入り込みで死亡（窒息死） 

振動 
動画 

全 210件 
nite事故データ(2010/1-2018/7)より 

〔死亡案件〕 

2件 2015年･18年 

〔発煙発火 内訳〕 

視点1 

視点2 

〔対策状況〕 



具体的取組の報告内容 13 

視点１ 安全な製品を製造・輸入(仕入・販売) 
するための取組 

視点2 製品を安全に使用してもらうための取組 

視点3 出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

視点4 製品安全文化構築への取組 



安全な製品を製造・輸入するための仕組み・考え方 
■市場～モノづくり～設計情報を相互連携し,設計・モノづくりの安全性を継続的に改善 
■お客様情報とメーカー情報とを,IoTを活用し「対話」で繋ぎ,スピーディーな対策を実施 

14 

市場情報の解析 

NPS 

ネット情報 

IoTの活用 
ドラムU 
データ 

検査データ 

工場内 
 サーバー 

QRコード 

品質トレ-サビリティ 
測定結果 

シリアル№ 

Dシャフト 
データ 

測るモノづくり 

ﾗｲﾌｴﾝﾄﾞ確認 

ダンパー 
動特性データ 

減衰力 

理論設計 

m

ボデー本体(M）

脱水受け
（M）

ダンパー(C)

サスペンション(K)

床振動

CAE活用 

時間

性能値
部品寸法 ●

変化量
●

●
●

定量判定

トレーサビリティの活用
耐久試験･死に際確認 

対
話 対

話 

メーカー情報 お客様情報 
4 3 1 

2 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Qr_code.png


複合解析システムの活用 15 

＋ 
流体バランサー 

（塩水） 

④ダイワク ⑤防振ゴムＢ 

投入
口面
積 

（+5
0％） 

①サスペンション 
②ダンパ 

■ 『粒子流体』と『振動』挙動の複合解析（世界初の適用事例） 
■ 振動設計の開発リードタイム短縮にも貢献 

理論設計 1 

投入
積 

（+5
0％） 

＜振動源＞ 

投入口面積（+40％）を実現 

粒子流体 

振 動 

③防振ゴムＡ 



INPUT 
アンバランス加振 

OUTPUT 
床振動 

OUTPUT 
筐体振動 脱水ウケ ①サスペンション 

②ダンパ ③防振ゴムA ④ダイワク ⑤防振ゴムB 

H1 H2 
H3 

H4 H5 H6 H7 

振動伝達解析のシステム化 16 

■各部品の振動伝達特性を定量化し,振動の最適化を実現 
■市場での各種設置環境に対して,最も効果的な部品に対しての設計対策が可能 

理論設計 1 

主要5機能部品の伝達特性を測定し 
OUTPUT（筐体振動･床振動）に対し,各部品最適化 



17 

流体バランサー 二次振動：△45％ 
定常振動：△11％ 

流体バランサにおける粒子流体法 17 

■複雑且つ予測困難な流体の動きを,粒子流体法CAEの応用で見える化 
■バランサー直径大＝面積1.4倍と,振動低減を両立することで,お客様の使い勝手向上 
Before After 

理論設計 1 

スリット形状 
リブ角度 

リブ 

中心線 

スリット形状 リブ角度 

リブ 

中心線 

45° 

＜直径＞ 350mm ＜直径＞ 420mm 

＜振動＞ 

5層 
構造 

3層 
構造 

高流動形状設計で 
5層→3層構造に削減 

０° 



強制燃焼試験による安全性担保 18 

発火源の強制燃焼試験でライフエンドの安全性を検証 ＜基準化＞ 
発火源となりうる部位は,不燃化構成とする（不燃材で覆うなど） 
更に,強制燃焼試験で確認のこと 

基板上の部品燃焼確認 

試験後 試験中 試験中 試験後 

周囲への延焼なく 
試験後,自己鎮火のこと 

ライフエンド確認 2 

基準： 

リード線結線部の燃焼確認 

メセナミン 

ホットワイヤー 

燃焼跡 燃焼跡 

メセナミンによる強制着火試験 ホットワイヤによる高発熱での燃焼確認試験 



外径A 

外径B 

軸 
振 
れ 

■徹底した数値管理を基軸とした,工場トレーサビリティの仕組み化 
■各種数値の相互関連付けで,製造情報を確保 

面振 

高さ 

外径A 

外径B 

軸振 

高さ 

面振 

偏心 

ドラムACズレ量 

フランジ加工後高さ 
ドラムAフランジ量 

ドラムC深さ 

ドラムC穴位置 

X 

Y Z 

相関 
分析 

トレーサビリティーによる製造情報の確保 19 測るモノづくり 3 

＜振動不良低減の事例＞ 
・振動に関わる機能部品の数値データと,完成品振動の相互関連付け 

軸（静的数値） ユニット単品（静的数値） 

偏心 

ユニット単品（動的数値） 本体（動的数値） 

QRコード QRコード QRコード バーコード 

３Ｄセンサー値 

工場での生産情報 振動初期値 



■『IoTデータの見える化』により,実使用環境,製品動作状態の見える化を実現 
■蓄積された情報を分析・対策し,より安全な製品をお客様にお届け 

  IoTを活用したお客様情報の確保 20 

洗濯機本体 

クラウドサーバ 

データ分析・真因究明, 
対策を行い, 

新製品開発に反映 

洗濯データ 

乾燥データ 

【お客様情報】 
 ・ご使用時間 
 ・衣類量 
 ・洗剤量 等 

【製品情報】 
 ・エラー状態 
 ・振動量 
 ・センサー値 等 

新製品 

より安全な製品を 
お客様へお届け 

市場情報の解析 ４ 



具体的取組の報告内容 21 

視点１ 安全な製品を製造・輸入(仕入・販売) 
するための取組 

視点2 製品を安全に使用してもらうための取組 

視点3 出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

視点4 製品安全文化構築への取組 



お客様目線での安全表示 22 

  

2018年1月 市場で子どもの入り込みによる痛ましいできごとが発生 

本体表示・取説にQRコードを付与し動画で 
操作説明,更なるイラスト化で見やすさを追求 

経産省の「子供デー」などで チャイルドロック 
機能の実演・モニタで安全機能を啓発 

イベント来場者:一般消費者,お客様相談担当者,学生など 
本体 QRｺｰﾄﾞ 

取説 QRｺｰﾄﾞ 動画
FAQ 

 ・弊社 使い方相談者の 約75％が取説を読まない 
 ・弊社 モニタ調査より 約80％の方が,機能を知らない・使用していない 

取説記載 
チャイルドロックの実態 

チャイルド
ロック動画 

ドア内側からの開力70N以下（自主基準）で設計 



具体的取組の報告内容 23 

視点１ 安全な製品を製造・輸入(仕入・販売) 
するための取組 

視点2 製品を安全に使用してもらうための取組 

視点3 出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

視点4 製品安全文化構築への取組 



製品安全問題対応フロー 24 

不安全・法規案件 
（重大事故,不安全,法規） 

品質部門で特別管理 
(リスク専任2名体制) 

不安全･法規情報 

リスク検討会 

総合製品安全委員会を開催 

情報収集し品質リスク報告書作成 

消費者庁報告書,nite報告書 
など必要に応じ作成 

必要に応じ公的機関へ報告 

お客様 消防・警察 nite 消費者センター 

再発防止 
 

予兆管理 

発
生
都
度 

月
次 

再発防止委員会 

必要に応じ再発防止 
テーマとして取上げる 

データー保存 

海外拠点 

品質政策委員会 

重大な製品事故など 

・再発防止 
・予兆管理 

事業部の意思決定 
対応の指針/処置 



具体的取組の報告内容 25 

視点１ 安全な製品を製造・輸入(仕入・販売) 
するための取組 

視点2 製品を安全に使用してもらうための取組 

視点3 出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

視点4 製品安全文化構築への取組 



 
 

不
安
全
問
題
の
撲
滅 

死
に
際
確
認 

お
客
様
視
点
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

測
る
モ
ノ
づ
く
り 

部
品
品
質 

理
論
設
計
／
寿
命
設
計 

Ｉ
Ｏ
Ｔ
活
用 

グ
ロ
ー
バ
ル
横
展
開 

人
材
育
成 

品
質
革
新 

企画開発革新 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ドラム洗設計開発革新 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

ランドリー設計開発革新 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

静岡工場モノづくり革新 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 

品質保証革新 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 

掃除機開発革新 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

トワレ開発革新 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

組
織 

風
土
革
新 

開発プロセス革新 
①設計標準/DR推進 
②CAE活用 
③技術法規・安全・環境 

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

品質・製品安全 
 ・人材育成・活用 
 ・風土づくり 

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ◎ 

「商品開発プロセス革新プロジェクト」 活動 26 

プロジェクト オーナー 
事業部長 

ステアリング コミッティー 
 経責会議メンバー 

事務局 
  技術/工場/品質/企画部門 
  各課長 

製品安全・品質に対して更なる極みを目指し「商品開発プロセス革新Pj」発足,活動中 
プロジェクトオーナー（事業部長）出席のもと,毎月進捗会議を開催 

テ
ー
マ 

＜チーム＞ 



リスク 
アセッサー 

RA実践スキル 
保有者 

RA活動 
推進者 

・RAの評価/指導のキーマン 
・RA概要と国際規格を理解 

・リスクアセッサーから選出 
・RA推進と横展開を図る 

・担当製品のRAを主体的に実施 

概  要 部門 
RA活動 
 推進者 

リスクアセスメントに熟知し,AP社内の 
推進および横展開を図る人 事業部 

リスクセッサー 
・事業部内のリスクアセスメントに参画し 
  評価・指導を行う者 
・実践スキル講習の講師を担当 

設計 
品質 
工場 

RA実践 
 スキル保有者 

実際の設計,設計検証にリスク 
アセスメントを活用する担当者 設計 

■リスクアセスメント推進 

■全社員対象の製品安全 

■リスクアセスメント推進体制:  リスクアセッサー認定制度,教育訓練を基に推進 
■全社員対象の製品安全啓発: 製品安全館の過去の事故事例に学ぶ（1回/年） 

製品安全の確実な実践のための仕組み,風土づくり 27 

製品安全館の事故事例を見学 
毎年1回の実施を定着化 

製品安全館 

＜アプライアンス社 草津地区構内＞ 



ランドリー・クリーナー事業部 PSアワード 受賞のメリット 28 

製品安全に対する考え方の確立と仕組み風土改革 

 ＜製品安全に対する考え方・仕組みの確立＞ 
    ・製品安全に対する視野が広がり、考え方・仕組みを構築できた 
    ・社内外から注目され、責任感を感じると共に自信に繋がった 
    ・製品安全に意識ある仲間と交流でき、知見が広がった 
 
 ＜製品安全に対する組織・風土改革＞ 
    ・事業部一丸となり、継続して製品安全に取組む組織・風土改革を実現 
    ・製品安全担当者が表舞台に立て、仕事の励みとなった 
 
 ※今回の受賞を機に、更なる極みを目指し、継続して製品安全活動を実践 



29 

ご清聴ありがとうございました 
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